
07 霧島市議会だより第40号霧島市議会だより第40号 06

各常任委員会に付託された案件

について、審査した内容と結果を

掲載しています。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
は
、
国
・
県
か
ら
事

業
採
択
等
の
通
知
に
伴
う
各

種
事
業
費
を
始
め
、
梅
雨
前

線
に
伴
う
被
害
等
に
対
す
る

災
害
復
旧
費
や
、
平
成
26
年

度
決
算
剰
余
金
の
積
立
て
経

費
の
ほ
か
、
小
田
工
業
団
地

の
売
却
収
入
な
ど
を
計
上
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
の
平

成
26
年
度
補
正
予
算
で
計
上

さ
れ
、
本
年
度
に
交
付
さ
れ

る
「
地
域
住
民
生
活
等
緊
急

支
援
交
付
金
」
に
関
連
す
る

経
費
の
計
上
が
主
な
も
の
で

す
。

　

補
正
予
算
規
模
は
、
歳
入

歳
出
の
総
額
17
億
７
６
１
９

万
１
千
円
を
追
加
計
上
し
、

補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
の

総
額
を
５
８
１
億
５
２
０
４

万
２
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。
歳
入
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
に
対
す
る

国
・
県
支
出
金
や
市
債
等
を

一般会計
補正予算

17億7,619万1千円
を追加計上

予算総額は、581億5,204万2千円に

特
定
財
源
と
し
、
平
成
26
年

度
か
ら
の
繰
越
金
の
一
部
及

び
土
地
売
払
い
収
入
等
を
一

般
財
源
と
し
て
い
ま
す
。

　

債
務
負
担
行
為
及
び
地
方

債
に
つ
い
て
も
、
所
要
の
補
正

を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

市
債
発
行
に
つ
い
て

問　

市
債
の
１
億
３
８
４
０

万
円
の
増
額
補
正
は
、
ど
の

事
業
の
財
源
と
な
る
の
か
。

答　

全
額
災
害
復
旧
費
で
、

交
付
税
措
置
が
あ
る
地
方
債

と
し
た
。
ま
た
、
元
利
償
還
金

の
措
置
率
と
し
て
、
補
助
事

業
関
係
の
95
％
、
単
独
事
業

関
係
で
公
共
土
木
の
66
・

５
％
、
農
地
等
の
１
０
０
％
が

普
通
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る
。

単
独
農
地
農
業
用
施
設
災
害

復
旧
事
業
に
つ
い
て

問　

農
地
の
災
害
復
旧
事
業

で
13
万
円
以
下
の
工
事
は
該

当
し
な
い
た
め
、
各
個
人
が

自
力
で
復
旧
す
る
こ
と
と
な

る
が
、
農
地
が
荒
廃
し
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
の
方
策
は

あ
る
か
。

答　

農
地
は
個
人
の
財
産
で

あ
り
、
そ
の
災
害
復
旧
に
関

す
る
制
度
が
な
い
の
で
、
一

般
財
源
で
全
て
賄
う
こ
と

は
、
今
の
状
況
で
は
厳
し
い

と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
に
つ

い
て
も
引
き
続
き
、
国
・
県

に
対
し
て
要
望
を
し
て
い
き

た
い
。

霧
島
産
物
等
Ｐ
Ｒ
事
業
に
つ

い
て

問　
「
こ
め
祭
り
」
の
開
催

内
容
を
具
体
的
に
示
せ
。

答　

来
年
の
２
月
頃
を
予
定

し
、米
の
消
費
拡
大
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
親
と
一
緒
に

な
っ
て
お
に
ぎ
り
を
作
っ
て

も
ら
う
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
、

野
菜
ソ
ム
リ
エ
に
よ
る
料
理

教
室
、
小
学
校
対
抗
の
米
に

関
す
る
ク
イ
ズ
大
会
、
ご
飯

平成27年度
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今
吉　

歳
晴

蔵
原　
　

勇

宮
内　
　

博

の
大
食
い
選
手
権
、
ご
飯
大

好
き
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
そ

れ
と
併
せ
て
霧
島
市
の
豊
か

な
農
産
物
等
の
紹
介
コ
ー

ナ
ー
も
設
置
し
た
い
。

不
動
産
売
払
収
入
に
つ
い
て

問　

５
億
４
９
８
０
万
９
千

円
の
増
額
補
正
は
、
小
田
工

業
団
地
の
土
地
売
却
額
だ

が
、
売
却
し
て
い
な
い
残
地

は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

残
り
の
用
地
は
、
残
地

森
林
と
し
て
、
市
で
管
理
す

る
。

温
泉
資
源
の
保
護
等
に
関
す
る

調
査
検
討
委
員
会
運
営
事
業

問　

温
泉
資
源
の
保
護
等
に

関
す
る
調
査
検
討
委
員
会
運

営
事
業
に
つ
い
て
、今
回
は
、

開
催
す
る
２
回
分
の
委
員
会

の
経
費
だ
が
、
現
在
、
新
た

な
地
熱
開
発
に
関
す
る
動
き

が
あ
る
の
か
。

答　

現
在
、
丸
尾
地
区
で
の

温
泉
を
利
用
し
た
発
電
に
つ

い
て
、
民
間
に
よ
る
掘
削
申

請
が
、県
に
出
さ
れ
て
お
り
、

地
熱
発
電
と
い
う
形
で
12

件
、
そ
の
う
ち
替
え
掘
り
が

８
件
、
増
掘
が
４
件
の
申
請

状
況
で
あ
る
。

今回の一般会計補正予算の主な事業

●ホームページリニューアル事業
　スマホ対応のため 2,000 ページのリニューアル

1,150万円

●農地農業用施設災害復旧費 1億6,930万円
●林業施設災害復旧費 740万円
●土木施設災害復旧費 2億1,670万円

●特定建設事業基金積立金
　平成 26 年度決算剰余金の積み立て

1億4,980万円

●商工業振興総務管理事務事業
　中小零細企業振興策について評価・検討

28万円

●福山地区運動施設管理運営事業
　まきのはら運動公園に交流施設等やトイレ設置

4,554万円

●学校給食施設整備事業
　牧之原学校給食センターの備品購入経費

806万円

●魅力ある大学づくり支援事業
　第一工業大学「植物バイオシステムコース」新設補助

2,000万円

●温泉資源の保護等に関する委員会運営事業
　温泉の資源保護と適正な利用を図るための委員会を設置
　し、地熱発電を行う事業計画について調査・審議を行う

62万円

委員会レポート

議
案
63
号
、
議
案
65
号
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
の
条
例
制

定
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
基
づ

き
住
民
票
を
有
す
る
日
本
国

内
の
全
住
民
に
一
人
一
つ
ず

つ
12
桁
の
番
号
を
付
す
こ
と

で
、
国
民
の
利
便
性
の
向
上

と
行
政
の
効
率
化
等
を
図
ろ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
特
定
個
人
情
報
の

提
供
に
関
し
、
必
要
な
事
項

を
定
め
る
た
め
に
条
例
を
制

定
し
、
さ
ら
に
は
、
通
知

カ
ー
ド
及
び
個
人
番
号
カ
ー

ド
の
再
交
付
の
手
数
料
な
ど

を
整
備
す
る
た
め
、
改
正
す

る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
。

問　

個
人
番
号
カ
ー
ド
に

は
、
有
効
期
限
が
あ
る
の

か
。

答　

市
民
か
ら
の
申
請
に
基

づ
き
、
平
成
28
年
１
月
か
ら

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
入
り
の
磁
気

カ
ー
ド
を
交
付
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
有
効
期
限
は
、
20

歳
未
満
が
５
年
、
20
歳
以
上

が
10
年
と
な
っ
て
い
る
。

問　

カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
場

合
、
再
発
行
手
数
料
は
い
く

ら
か
。

答　

個
人
の
紛
失
の
場
合
、

８
０
０
円
の
再
発
行
手
数
料

が
必
要
と
な
る
。

問　

個
人
情
報
の
漏
え
い
に

関
す
る
部
分
な
ど
、
市
民
に

し
っ
か
り
説
明
が
で
き
て
い

る
か
。

答　

個
人
番
号
カ
ー
ド
に

は
、
氏
名
、
住
所
、
生
年
月

日
、
性
別
の
４
つ
の
基
本
情

報
し
か
入
っ
て
い
な
い
の

で
、
も
し
紛
失
し
て
も
個
人

の
情
報
が
す
べ
て
明
ら
か
に

な
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ

に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
周
知

し
て
い
き
た
い
。

温
泉
を
利
用
し
た
発
電
事
業

に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

温
泉
資
源
の
あ
る
地
域
に

お
い
て
、
温
泉
利
用
に
よ
る

発
電
事
業
が
活
発
化
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
温
泉
利
用
発

電
事
業
に
関
す
る
手
続
を
定

め
、
温
泉
資
源
の
適
切
な
保

護
及
び
適
正
な
利
用
を
図
る

た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

と
の
説
明
。

問　

検
討
委
員
会
の
構
成
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

識
見
を
有
す
る
者
が
４

名
で
、
地
域
住
民
の
代
表
、

温
泉
関
係
者
代
表
、
環
境
関

係
団
体
の
代
表
の
各
１
名
の

計
７
名
で
あ
る
。

問　

第
６
条
の
温
泉
や
自
然

環
境
等
に
多
大
な
影
響
を
与

え
て
い
る
な
ど
が
認
め
ら
れ

る
場
合
の
同
意
の
取
り
消
し

は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
か
。

答　

例
え
ば
バ
イ
ナ
リ
ー
発

電
時
に
起
こ
る
冷
却
水
の
大

量
使
用
や
、
空
冷
の
騒
音
等

で
自
然
環
境
等
に
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
国
分
庁
舎
増
築
建
築
工
事

の
１
工
区
）
条
件
付
き
一
般

競
争
入
札
の
総
合
評
価
方
式

に
よ
り
、
鎌
田
・
福
地
・
川

原
・
津
田
和
・
徳
田
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体
が
、
11

億
３
９
４
０
万
円
で
落
札
。

建
物
の
内
容
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
４
階
建
て
、
延

べ
床
面
積
は
、
５
１
４
４
㎡

で
あ
る
。

（
国
分
庁
舎
増
築
空
調
設
備

工
事
）
条
件
付
き
一
般
競
争

入
札
に
よ
り
、
ダ
イ
タ
ン
・

隼
人
設
備
工
業
特
定
建
設
工

事
共
同
企
業
体
が
２
億
２
１

２
９
万
２
千
円
で
落
札
。

（
国
分
庁
舎
増
他
昇
降
機
設

置
工
事
）
条
件
付
き
一
般
競

争
入
札
に
よ
り
、
株
式
会
社

日
立
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
九
州
支

社
が
２
億
１
４
９
２
万
円
で

落
札
。
工
事
概
要
は
、
増
築

庁
舎
に
２
台
を
新
設
す
る
ほ

か
、
既
設
庁
舎
の
５
台
の
昇

降
機
を
交
換
す
る
も
の
。

　

工
期
は
、
３
件
い
ず
れ
も

平
成
29
年
２
月
末
ま
で
。

問　

３
件
の
落
札
率
は
い
く

ら
か
。

答　

国
分
庁
舎
増
築
建
築
工

事
が
98
・
03
％
、
空
調
設
備

工
事
が
90
・
84
％
、
昇
降
機

設
置
工
事
が
97
・
72
％
で
あ

る
。

問　

今
回
の
入
札
の
総
合
評

価
方
式
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の

か
。

答　

施
工
業
者
自
体
の
評
価

が
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
工

事
目
的
物
の
品
質
、
性
能
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
確
保
で
き

る
こ
と
、
公
正
な
受
注
競
争

に
よ
る
不
良
適
格
業
者
の
排

除
に
つ
な
が
る
こ
と
、
地
元

貢
献
な
ど
企
業
努
力
を
Ｐ
Ｒ

で
き
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

定 

例 

会

第
3
回

Committee reports

市道亀割〜牧之原線の道路崩壊

＜審査した議案＞

◎委員長　 ○副委員長

◎池田　綱雄　 ○有村　隆志　 平原　志保　 阿多　己清　 中村　正人　 松元　深

　塩井川幸生　 　池田　守　　 前川原正人総務文教常任委員会

議案第59号　霧島市税条例等の一部改正について　…………………………………………………………賛成多数で可決
議案第63号　行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の施行に
　　　　　　伴う関係条例の整備に関する条例の制定について　…………………………………………賛成多数で可決
議案第64号　霧島市温泉を利用した発電事業に関する条例の制定について　……………………………全会一致で可決
議案第65号　霧島市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する条例の制定について　…………賛成多数で可決
議案第66号　財産の取得について　……………………………………………………………………………全会一致で可決
議案第69号　請負契約の締結について（Ｈ27国分庁舎増築建築工事（１工区））…………………………賛成多数で可決
議案第70号　請負契約の締結について（Ｈ27国分庁舎増築空調設備工事）………………………………賛成多数で可決
議案第71号　請負契約の締結について（Ｈ27国分庁舎増築他昇降機設置工事）…………………………賛成多数で可決
議案第75号　和解することについて　…………………………………………………………………………全会一致で可決


